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「ＥＳＴスタート・セッション」の開催について（お知らせ） 

平成 18 年 3 月 10 日 

環境省水・大気環境局自動車環境対策課 

 課 長  岡部 直己（内線 6520）  

 課長補佐 垣下 禎裕（内線 6526）  

 担 当  児玉 知之（内線 6527）  

 

 環境省、警察庁、国土交通省は、環境的に持続可能な交通（EST; Environmentally Sustainable 

Transport）の実現に向けた取り組みを推進するため、ＥＳＴの実現に向けて取り組む地域の状況を紹

介し、これらの各地域における取り組みに関する情報の意見交換をフォーラム形式で行うシンポジウ

ムを開催します。 

 本シンポジウムは、京都議定書目標達成計画における「環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）の実現」

の取組であり、地球温暖化対策推進本部において各省連携施策の一つとして位置づけられているＥＳ

Ｔモデル事業の一環として行われるものです。 

 環境省では、今後、本シンポジウムの結果などＥＳＴモデル事業の成果をとりまとめ、得られた知

見や課題等の情報を広く提供し、ＥＳＴの実現に向けた取り組みの普及と啓発を推進していきます。 

 なお、本シンポジウムは、入場無料です。  

１．開催日時 

平成１８年３月１７日（金） １３：００～１６：３０ 

２．会場 

虎ノ門パストラル（港区虎ノ門 4-1-1） 

（東京メトロ神谷町駅から徒歩２分、東京メトロ銀座線虎ノ門駅より徒歩８分） 

３．主催（共催） 

環境省、警察庁、国土交通省 

４．シンポジウムの概要（詳細は別添資料１） 

○ 基調講演－「日本の都市におけるＥＳＴ展開のあり方」（名古屋大学 森川高行教授） 

○ 主催者講演 

○ ＥＳＴモデル地域からの報告 

○ ＥＳＴテーマ別ラウンドテーブル－本音で話し合うＥＳＴモデル地域の現状と課題－  

５．参加申込みについて 

参加費は無料です。参加をご希望の方は、別添資料１の裏面を参照の上お申し込み下さい。 

６．取材について 

当日の取材は自由です。当日、報道受付にお越し下さい。 

 

別添資料１ 「ＥＳＴスタート・セッション」開催ご案内 

別添資料２ 京都議定書目標達成計画（抜粋）  

別添資料３ 環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）モデル事業について 
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「ＥＳＴスタート・セッション」開催ご案内 

 

 このたび、ＥＳＴ（Environmentally Sustainable Transport：環境的に持続可能な交通）の普

及促進を図るため、政府と連携してＥＳＴモデル地域の取組み状況について紹介する「ＥＳＴス

タート・セッション」を以下のとおり開催します。 

 ＯＥＣＤが「長期的な視野で環境面から持続可能な交通を踏まえて交通・環境政策を策定・実

施する取組み」として提案したＥＳＴは、地球温暖化に対し強い危機感を抱いている欧州諸国で

盛んに取り組まれており、わが国でも、平成１７年度より政府においてＥＳＴの推進を目指す先

導的な地域を関係省庁と連携して集中的に支援することとなり、モデル地域を選定し、各地域に

おいて事業を進めております。 

 今回のＥＳＴスタート・セッションは、平成１６年度および１７年度に選定されたＥＳＴモデ

ル地域に関する取組み状況から得た知見を一般に広めるべく、有識者による講演やＥＳＴモデル

地域の代表者による意見交換等をおこなうものです。 

 このＥＳＴスタート・セッションは、一般公開としておりますので、以下のプログラム等をご

覧のうえ、ふるって御参加下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

日 時：平成１８年３月１７日（金） １３：００～１６：３０（１２：３０～受付） 

会 場：虎ノ門パストラル 本館１Ｆ 葵の間 

    〒105-0001 東京都港区虎ノ門 4-1-1 TEL：03-3432-7261（代） 

主 催：国土交通省、環境省、警察庁 

事務局：交通エコロジー・モビリティ財団 株式会社日本能率協会総合研究所 

プログラム： 

１３：００ 

１３：０５ 

 

１３：３０ 

 

１３：５０ 

 

１４：１０ 

 

１４：３０ 

 

 

１５：１０ 

開会挨拶（国土交通省総合政策局、環境省水・大気環境局） 

基調講演 日本の都市におけるＥＳＴ展開のあり方 

（名古屋大学 森川高行教授）

運輸部門における地球温暖化対策の推進と環境的に持続可能な交通を目指して 

（国土交通省総合政策局）

ＥＳＴへ活用可能な交通管理システムについて 

（警察庁交通局）

多様な取組みが期待されるＥＳＴ 

（環境省水・大気環境局）

支援制度を活用したＥＳＴモデル地域からの報告 

１）ＬＲＴ整備と連携したＥＳＴ取組みと将来期待 （富山市） 

２）ＥＳＴにおける行政と地域企業との連携 （トヨタ自動車） 

テーマ別ラウンドテーブルについて（事務局） 

 （休憩・部屋間移動 １５：１５～１５：２５） 

１５：２５ 本音で話し合うＥＳＴモデル地域の現状と課題 －テーマ別ラウンドテーブル－ 

 葵の間＋２部屋 合計 ３部屋でのテーマ別討議 

「バス、鉄道との連携による環境貢献」、「モビリティ・マネジメントの展開」、 

「観光型都市における環境との共生」 

１６：２５ 閉会 

 

同時開催 ＥＳＴステークホルダー会議 

問い合わせ先：ＥＳＴステークホルダー会議実行委員会事務局（TEL ： 080-6582-6153 ） 

日時 平成１８年３月１７日（金）１４：００～３月１８日（土） 場所 新横浜プリンスホテル 

我が国として 目指すべきＥＳＴの方向性に関する社会的合意を得るために優先して解決を図るべき論点を明

確にすることを目指して EST モデル地域関係者を含む国内各所の実務家が話し合います。 

別添資料１
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会場案内図 

 

東京メトロ日比谷線 

神谷町駅下車４ｂ出口より 

徒歩２分 

 

東京メトロ銀座線 

虎ノ門駅より徒歩８分 

参加費：無料 

申込方法：①、②のいずれかの方法でお申込ください。（定員になり次第〆切） 

①ＦＡＸによる申込 

下記申込用紙に必要事項をご記入の上、切り取らずこの用紙毎ファクシミリにてお送りください。 

②E-mail による申込（申し込み後１週間以上返信が無い場合は、ＴＥＬにてお問合せください） 

参加者人数、参加者所属・氏名、連絡先（担当者名、所属、郵便番号、住所、TEL、FAX、E-mail）

を記入し、下記 E-mail アドレスに送信ください。（“ p1” の“ １” は半角数字の１です） 

E-mail 申込先: tpr_p1@jmar.co.jp 

問合せ先 申込先：会議開催窓口 

 （株）日本能率協会総合研究所 交通研究部 （平石、飯塚） 

TEL 03-3578-7584 / FAX 03-3432-1837 

---------------－申込用紙（切り取らずＡ４サイズのままお送りください）------------------ 

ＦＡＸ ０３－３４３２－１８３７ 

ＥＳＴスタート・セッション（平成１８年３月１７日）に参加します。 

参加者人数    名  

機関名・部課名 氏 名 

  

  

  

  

参
加
者
名 

  

担当者名  

所属  

住所 

 

（〒   ―    ） 

TEL  FAX  

連
絡
先 

E-mail  
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別添資料２

京都議定書目標達成計画（平成17年４月28日閣議決定 （抜粋））

第３章 目標達成のための対策と施策

第２節 地球温暖化対策及び施策

１．温室効果ガスの排出削減、吸収等に関する対策・施策

（１）温室効果ガスの排出削減対策・施策

①エネルギー起源二酸化炭素

ア．省ＣＯ２型の地域・都市構造や社会経済システムの形成

（前略）

○環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）の実現

旅客部門の二酸化炭素排出量増加の主因となっている自

家用乗用車への過度の依存を抑制し、環境的に持続可能な

交通（ＥＳＴ: Environmentally Sustainable Transport）

を実現するため、ＥＳＴの推進を目指す先導的な地域を募

集し、公共交通機関の利用促進、交通流の円滑化対策、低

公害車の導入促進、普及啓発等の分野における支援策を集

中して講ずる等、関係省庁が連携して地域特性に応じた意

欲ある具体的な取組に対する施策を強化する。

（後略）
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古紙パルプ配合率100％再生紙を使用
Percentage of Waste Paper pulp 100%




